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(57)【要約】
【課題】　利便性の高い情報入力装置を提供する。
【解決手段】　情報入力装置１は、ユーザのカード２０
に対するタッチ操作をカメラ１０４で撮影し、撮影され
た画像に基づいて、ユーザがタッチした領域を特定し、
特定された領域にあるキーの情報（数字等）をユーザの
入力情報として受け付ける。これにより、ユーザはタッ
チパネル等の入力装置を触れることなく、パスワード等
の入力ができるため、タッチ操作の痕跡が情報入力装置
１に残ることもなく、衛生面でも優れている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報表示媒体に対するユーザの操作を撮影する撮影手段と、
　前記撮影手段により撮影された操作に基づいて、ユーザの入力情報を生成する入力情報
生成手段と
　を有する情報入力装置。
【請求項２】
　前記情報表示媒体は、複数のキーが配列された携帯端末であり、
　前記撮影手段は、ユーザによる携帯端末のキー操作を撮影し、
　前記入力情報生成手段は、撮影されたキー操作に基づいて、ユーザにより操作されたキ
ーを特定することにより、入力情報を生成する
　請求項１に記載の情報入力装置。
【請求項３】
　前記情報表示媒体は、表示画面が設けられた携帯端末であり、
　前記撮影手段は、ユーザの入力に応じて前記携帯端末で表示された表示画面を撮影し、
　前記入力情報生成手段は、撮影された表示画面の文字列に基づいて、入力情報を生成す
る
　請求項１に記載の情報入力装置。
【請求項４】
　前記情報表示媒体は、複数の文字、数字又は記号が表記されたシートであり、
　前記撮影手段は、ユーザにより一部が覆われた前記シートを撮影し、
　前記入力情報生成手段は、前記シートの覆われた領域に基づいて、入力情報を生成する
　請求項１に記載の情報入力装置。
【請求項５】
　前記撮影手段は、ステレオカメラであり、
　前記入力情報生成手段は、前記ステレオカメラにより撮影された画像に基づいて、ユー
ザが前記シートに触れたか否かを判定し、ユーザにより触れられた領域に基づいて、入力
情報を生成する
　請求項４に記載の情報入力装置。
【請求項６】
　タッチパネル
　をさらに有し、
　前記入力情報生成手段は、前記タッチパネルがユーザのタッチ操作を検知した時に覆わ
れている領域に基づいて、入力情報を生成する
　請求項４に記載の情報読取装置。
【請求項７】
　前記タッチパネルに対して、数字、文字又は記号が表示された操作領域と、前記シート
を配置すべきシート領域とを区別可能な態様で表示させる表示手段
　をさらに有する
　請求項６に記載の情報入力装置。
【請求項８】
　前記情報表示媒体から、識別情報を読み取る読取手段と、
　前記入力情報生成手段により生成された入力情報を、前記読取手段により読み取られた
識別情報に関連付けて受け付ける情報受付手段と
　をさらに有する請求項１に記載の情報入力装置。
【請求項９】
　前記入力情報生成手段は、前記読取手段により読み取られた識別情報に対応するキー配
列に基づいて、入力情報を生成する
　請求項８に記載の情報入力装置。
【請求項１０】
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　タッチパネルと、
　複数種類のキー配列のうちのいずれかが表示されたシート状媒体から、識別情報を読み
取る読取手段と、
　前記読取手段により読み取られた識別情報に対応するキー配列と、前記タッチパネルに
より検知されたタッチ位置とに基づいて、ユーザの入力情報を生成する入力情報生成手段
と
　を有する情報入力装置。
【請求項１１】
　数字、文字又は記号が表示された情報表示媒体に対する、ユーザの指示操作を撮影する
ステップと、
　撮影された指示操作に基づいて、ユーザの入力情報を生成するステップと
　を有する情報入力方法。
【請求項１２】
　数字、文字又は記号が表示された情報表示媒体に対する、ユーザの指示操作を撮影させ
るステップと、
　撮影された指示操作に基づいて、ユーザの入力情報を生成するステップと
　をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報入力装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１には、自動取引装置に通信部を設け、利用者の携帯端末と通信を可
能とし、利用者は携帯端末を介して、音声ガイダンスに従い、携帯端末のキー操作を行う
ことにより、タッチパネルを操作することなく利用することができる自動取引装置が開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１１５０７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　利便性の高い情報入力装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の情報入力装置は、情報表示媒体に対するユーザの操作を撮影する撮影手段と、
前記撮影手段により撮影された操作に基づいて、ユーザの入力情報を生成する入力情報生
成手段とを有する。
【０００６】
　好適には、前記情報表示媒体は、複数のキーが配列された携帯端末であり、前記撮影手
段は、ユーザによる携帯端末のキー操作を撮影し、前記入力情報生成手段は、撮影された
キー操作に基づいて、ユーザにより操作されたキーを特定することにより、入力情報を生
成する。
【０００７】
　好適には、前記情報表示媒体は、表示画面が設けられた携帯端末であり、前記撮影手段
は、ユーザの入力に応じて前記携帯端末で表示された表示画面を撮影し、前記入力情報生
成手段は、撮影された表示画面の文字列に基づいて、入力情報を生成する。
【０００８】
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　好適には、前記情報表示媒体は、複数の文字、数字又は記号が表記されたシートであり
、前記撮影手段は、ユーザにより一部が覆われた前記シートを撮影し、前記入力情報生成
手段は、前記シートの覆われた領域に基づいて、入力情報を生成する。
【０００９】
　好適には、前記撮影手段は、ステレオカメラであり、前記入力情報生成手段は、前記ス
テレオカメラにより撮影された画像に基づいて、ユーザが前記シートに触れたか否かを判
定し、ユーザにより触れられた領域に基づいて、入力情報を生成する。
【００１０】
　好適には、タッチパネルをさらに有し、前記入力情報生成手段は、前記タッチパネルが
ユーザのタッチ操作を検知した時に覆われている領域に基づいて、入力情報を生成する。
【００１１】
　好適には、前記タッチパネルに対して、数字、文字又は記号が表示された操作領域と、
前記シートを配置すべきシート領域とを区別可能な態様で表示させる表示手段をさらに有
する。
【００１２】
　好適には、前記情報表示媒体から、識別情報を読み取る読取手段と、前記入力情報生成
手段により生成された入力情報を、前記読取手段により読み取られた識別情報に関連付け
て受け付ける情報受付手段とをさらに有する。
【００１３】
　好適には、前記入力情報生成手段は、前記読取手段により読み取られた識別情報に対応
するキー配列に基づいて、入力情報を生成する。
【００１４】
　また、本発明にかかる情報入力装置は、タッチパネルと、複数種類のキー配列のうちの
いずれかが表示されたシート状媒体から、識別情報を読み取る読取手段と、前記読取手段
により読み取られた識別情報に対応するキー配列と、前記タッチパネルにより検知された
タッチ位置とに基づいて、ユーザの入力情報を生成する入力情報生成手段とを有する。
【００１５】
　また、本発明にかかる情報入力方法は、数字、文字又は記号が表示された情報表示媒体
に対する、ユーザの指示操作を撮影するステップと、撮影された指示操作に基づいて、ユ
ーザの入力情報を生成するステップとを有する。
【００１６】
　また、本発明にかかるプログラムは、数字、文字又は記号が表示された情報表示媒体に
対する、ユーザの指示操作を撮影させるステップと、撮影された指示操作に基づいて、ユ
ーザの入力情報を生成するステップとをコンピュータに実行させる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、利便性の高い情報入力装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】第１実施形態の情報入力装置１の全体構成を模式的に示す。
【図２】情報表示媒体の一例であるカード２０を例示する図である。
【図３】情報処理ユニット１０にインストールされた受付プログラム５の機能構成を例示
する図である。
【図４】情報入力装置１の全体動作（Ｓ１０）を説明するフローチャートである。
【図５】変形例１におけるカードのキー配列を例示する図である。
【図６】変形例１における受付プログラム５２の機能構成を例示する図である。
【図７】変形例２におけるタッチパネル１１０を例示する図である。
【図８】変形例３における情報表示媒体を例示する図である。
【図９】変形例４における携帯電話２４の表示画面を例示する図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１９】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。
　図１は、第１実施形態の情報入力装置１の全体構成を模式的に示す。
　図１に示すように、情報入力装置１は、情報処理ユニット１０と、タッチパネル１００
と、媒体認識エリア１０２と、カメラ１０４と、非接触ＩＣリーダ１０６とを有する。
　情報処理ユニット１０は、情報入力装置１の筐体内部に設けられ、ＣＰＵ及び主記憶装
置などを含む。
　タッチパネル１００は、情報処理ユニット１０により生成される映像を表示する表示装
置としての機能と、ユーザの操作を受け付ける入力装置としての機能とを有する。本例の
タッチパネル１００は、ユーザの腰から肩の高さに設けられた略水平面に設けられている
。
　媒体認識エリア１０２は、情報表示媒体（後述）を配置する領域であり、例えば、タッ
チパネル１００と同じ面に隣接して配置される。媒体認識エリア１０２は、カメラ１０４
により撮影される領域でもあり、さらには、非接触ＩＣリーダ１０６による読取エリアで
もある。
【００２０】
　カメラ１０４は、本発明にかかる撮影手段の一例である。カメラ１０４は、媒体認識エ
リア１０２の近傍で、ユーザの操作を撮影する。本例のカメラ１０４は、ステレオカメラ
であり、２つのカメラ１０４Ａ及び１０４Ｂを含む。
　非接触ＩＣリーダ１０６は、情報表示媒体のＩＣチップから、格納された情報を読み出
す。本例の非接触ＩＣリーダ１０６は、ＲＦＩＤリーダであり、情報表示媒体のＩＤを読
み出す。
【００２１】
　図２は、情報表示媒体の一例であるカード２０を例示する図である。
　図２（Ａ）に示すように、カード２０は、カード状の情報表示媒体である。ここで、情
報表示媒体とは、情報を表示できる媒体であり、情報が印刷された媒体であってもよいし
、液晶画面のように情報を自身で表示する媒体であってもよい。本例のカード２０には、
数字の「０」～「９」と、記号「＊」及び「＃」とが印字された表示領域２０２が表面に
設けられ、さらに、ＩＣチップ２０４が付されている。ＩＣチップ２０４には、本カード
のＩＤが格納されている。なお、カード２０に表示される数字、記号又は文字を、本願で
はキーと呼び、これら配列をキー配列と呼ぶ。
【００２２】
　図２（Ｂ）は、他のカード２２を例示する図である。図２（Ｂ）に例示するように、カ
ード２２の表示領域２２２には、記号の矢印と、文字列「決定」及び「キャンセル」とが
印字されている。また、本カード２２にもＩＣチップ２２４が付されている。
【００２３】
　図２（Ｃ）に例示するように、タッチパネル１００に表示されるメニュー「１．入金」
、「２．引出」及び「３．振込」は、それぞれカード２０に表示されたキー（数字）に対
応している。すなわち、情報入力装置１は、媒体認識エリア１０２に配置されたカード２
０でいずれかのキーがタッチされると、タッチされたキーを特定し、特定されたキーに対
応する情報を入力情報として受け付ける。より具体的には、ステレオカメラ１０４が、媒
体認識エリア１０２に配置されたカード２０でいずれかのキーがタッチされると、このタ
ッチ操作を撮影し、情報処理ユニット１０は、ステレオカメラ１０４により撮影された画
像に基づいて、いずれかのキーに対するタッチ操作を検知し、検知されたタッチ操作に対
応する情報（数字）を入力情報として受け付け、受け付けた入力情報に対するサービスを
提供する。なお、本例では、情報入力装置１がＡＴＭ（現金自動預け払い機）である場合
を具体例として説明するが、これに限定されるものではなく、チケット発券装置であって
もよいし、電子マネーのチャージャーであってもよい。
【００２４】
　図３は、情報処理ユニット１０にインストールされた受付プログラム５の機能構成を例
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示する図である。受付プログラム５は、例えば、ＣＤ－ＲＯＭなどの情報記録媒体に格納
されており、この情報記録媒体を介して、情報処理ユニット１０にインストールされる。
【００２５】
　図３に例示するように、受付プログラム５は、カメラ制御部５００、操作検知部５０５
、入力情報生成部５１０、ＩＣデータ読取部５１５、ユーザインタフェース（ユーザＩＦ
）部５２０、サービス提供部５２５、及び制御部５３０を有する。
　カメラ制御部５００は、カメラ１０４を制御して、カメラ１０４により撮影された画像
を取得する。本例のカメラ制御部５００は、ステレオカメラ１０４Ａ及び１０４Ｂを制御
して、２つのカメラ１０４Ａ及び１０４Ｂにより撮影された画像を取得する。
【００２６】
　操作検知部５０５は、ユーザの操作を検知する。例えば、操作検知部５０５は、ステレ
オカメラ１０４Ａ及び１０４Ｂにより撮影されたステレオ画像に基づいて、カード２０に
対するタッチ操作を検知する。なお、操作検知部５０５は、カード越しにタッチパネルの
押下を検知して、ユーザのタッチ操作を検知してもよい。
【００２７】
　入力情報生成部５１０は、カメラ１０４により撮影されたユーザの操作に基づいて、ユ
ーザの操作に対応する入力情報を生成する。例えば、入力情報生成部５１０は、操作検知
部５０５によりユーザのタッチ操作が検知された時の画像（カメラ１０４により撮影され
た画像）に基づいて、ユーザが触れた領域（すなわち、ユーザによって覆われた領域）に
あるキーを特定する。
【００２８】
　ＩＣデータ読取部５１５は、非接触ＩＣリーダ１０６を制御して、ＩＣチップ２０４か
ら情報を読み取る。本例のＩＣデータ読取部５１５は、非接触ＩＣリーダ１０６を制御し
て、ＩＣチップ２０４から、カード２０のＩＤ（識別情報）を読み取る。
　ユーザＩＦ部５２０は、タッチパネル１００を制御して、ユーザの直接的な入力操作の
受付と、映像の表示とを行う。
【００２９】
　サービス提供部５２５は、入力情報生成部５１０により生成された入力情報、又は、ユ
ーザＩＦ部５２０により受け付けた入力操作に応じて、サービスを提供する。本例のサー
ビス提供部５２５は、入力情報生成部５１０により生成された入力情報、又は、ユーザＩ
Ｆ部５２０により受け付けた入力操作に応じて、ＡＴＭサービスを提供する。
　制御部５３０は、受付プログラム５の各構成を制御し、各構成間のデータのやり取りな
どを仲介する。
【００３０】
　図４は、情報入力装置１の全体動作（Ｓ１０）を説明するフローチャートである。
　図４に示すように、ステップ１００（Ｓ１００）において、情報入力装置１は、ユーザ
の接近を検知すると、タッチパネル１００に初期画面を表示させる。初期画面には、例え
ば、タッチパネルに対するタッチ操作又はカードのセットを促すメッセージが表示される
。
【００３１】
　ステップ１０５（Ｓ１０５）において、制御部５３０は、カメラ制御部５００により取
得された画像、又は、ユーザＩＦ部５２０により受け付けたタッチ操作（タッチパネルに
対する直接のタッチ操作）に基づいて、タッチパネルに対して直接タッチ操作が行われた
こと、又は、カード２０が媒体認識エリア１０２にセットされたことを検知する。
　受付プログラム５は、タッチパネルに対して直接タッチ操作が行われたことが検知され
た場合に、Ｓ１１０の処理に移行し、カード２０が媒体認識エリア１０２にセットされた
ことが検知された場合に、Ｓ１１５の処理に移行する。
【００３２】
　ステップ１１０（Ｓ１１０）において、ユーザＩＦ部５２０は、タッチパネル１００に
対するユーザのタッチ操作を検知して、タッチ操作に対応する入力情報を特定する。
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　サービス提供部５２５は、ユーザＩＦ部５２０により特定された入力情報に応じて、入
金処理、引出処理、又は振込処理を開始する。本例では、引出処理が開始される場合を具
体例として説明する。
【００３３】
　ステップ１１５（Ｓ１１５）において、カメラ制御部５００は、媒体認識エリア１０２
に載置されたカード２０を撮影する。
　入力情報生成部５１０は、撮影されたカード２０の画像に基づいて、カード２０に表示
されたキー配列を特定する。
【００３４】
　ステップ１２０（Ｓ１２０）において、カメラ制御部５００は、ステレオカメラ１０４
Ａ及び１０４Ｂを制御して、媒体認識エリア１０２の近傍における、ユーザの操作を撮影
する。
　操作検知部５０５は、ステレオカメラ１０４Ａ及び１０４Ｂにより撮影されるステレオ
画像に基づいて、ユーザのカード２０に対するタッチ操作を検知する。操作検知部５０５
は、例えば、ステレオ画像に基づいて、ユーザの操作部位とカード２０との間の距離を特
定し、特定された距離が基準値以下となった場合に、タッチ操作がなされたものと判定す
る。
【００３５】
　ステップ１２５（Ｓ１２５）において、受付プログラム５は、操作検知部５０５により
タッチ操作が検知された場合に、Ｓ１３０の処理に移行し、操作検知部５０５によりタッ
チ操作が検知されない場合に、Ｓ１２０の処理に戻り、タッチ操作がなされるまで待つ。
【００３６】
　ステップ１３０（Ｓ１３０）において、入力情報生成部５１０は、ステレオカメラ１０
４Ａ及び１０４Ｂにより撮影された画像に基づいて、ユーザにより触れられているカード
２０上の領域を特定し、特定された領域と、Ｓ１１５で特定されたキー配列とに基づいて
、ユーザがタッチしたキーを特定する。特定されたキーに対応する数字が入力情報として
生成される。
　サービス提供部５２５は、入力情報生成部５１０により生成された入力情報（すなわち
、ユーザがタッチしたキー）に応じて、入金処理、引出処理、又は振込処理を開始する。
【００３７】
　ステップ１３５（Ｓ１３５）において、ＩＣデータ読取部５１５は、非接触ＩＣリーダ
１０６を制御して、カード２０のＩＣチップ２０４から、カードのＩＤを読み取る。
　ステップ１４０（Ｓ１４０）において、受付プログラム５は、カードＩＤが正常に読み
取られたか否かを判定し、カードＩＤが正常に読み取られた場合に、Ｓ１４５の処理に移
行し、カードＩＤが正常に読み取られていない場合に、Ｓ１３５の処理に戻り、カードＩ
Ｄの読取を再試行する。
【００３８】
　ステップ１４５（Ｓ１４５）において、ユーザＩＦ部５２０は、タッチパネル１００に
、パスワードの入力を促すメッセージを表示する。
　操作検知部５０５及びユーザＩＦ部５２０は、ユーザの操作を待つ。
　受付プログラム５は、ユーザＩＦ部５２０によりユーザ操作が検知された場合（すなわ
ち、タッチパネルに対して直接タッチ操作が行われた場合）に、Ｓ１５０の処理に移行し
、操作検知部５０５によりユーザの操作が検知された場合（すなわち、カード２０に対し
て操作が行われた場合）に、Ｓ１５５の処理に移行する。
【００３９】
　ステップ１５０（Ｓ１５０）において、ユーザＩＦ部５２０は、タッチパネル１００に
対するユーザのタッチ操作を検知して、タッチ操作によるパスワードの入力を受け付ける
。
【００４０】
　ステップ１５５（Ｓ１５５）において、カメラ制御部５００は、媒体認識エリア１０２
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に載置されたカード２０を撮影する。
　操作検知部５０５は、ステレオカメラ１０４Ａ及び１０４Ｂにより撮影されるステレオ
画像に基づいて、ユーザのカード２０に対するタッチ操作を検知する。
【００４１】
　ステップ１６０（Ｓ１６０）において、受付プログラム５は、操作検知部５０５により
タッチ操作が既定回数検知された場合に、Ｓ１６５の処理に移行し、操作検知部５０５に
よりタッチ操作が既定回数検知されていない場合に、Ｓ１５５の処理に戻り、ユーザのタ
ッチ操作完了を待つ。
【００４２】
　ステップ１６５（Ｓ１６５）において、入力情報生成部５１０は、ステレオカメラ１０
４Ａ及び１０４Ｂにより撮影された画像に基づいて、ユーザにより触れられているカード
２０上の領域を特定し、特定された領域と、Ｓ１１５で特定されたキー配列とに基づいて
、ユーザがタッチしたキーを特定する。特定されたキーに対応する数字列が、入力された
パスワードとして受け付けられる。なお、本フローチャートでは、説明の便宜上、タッチ
操作を既定回数検知された後に、キーの特定を行っているが、これに限定されるものでは
なく、タッチ操作が行われる度に、タッチ操作が行われたキーを特定してもよい。
【００４３】
　ステップ１７０（Ｓ１７０）において、サービス提供部５２５は、入力情報生成部５１
０により生成されたパスワードが、カードＩＤに関連付けて登録されているパスワードと
一致しているか否かを判断する。
　受付プログラム５は、パスワードが一致した場合に、Ｓ１７５の処理に移行し、パスワ
ードが不一致である場合に、サービスを終了する。
【００４４】
　ステップ１７５（Ｓ１７５）において、サービス提供部５２５は、出金サービスを提供
する。
【００４５】
　以上説明したように、本実施形態の情報入力装置１は、ユーザのカード２０に対するタ
ッチ操作を撮影し、撮影された画像に基づいて、ユーザのタッチ操作に対応する入力情報
を生成する。これにより、ユーザはタッチパネル等の入力装置を触れることなく、パスワ
ード等の入力ができるため、タッチ操作の痕跡が情報入力装置１に残ることもなく、衛生
面でも優れている。
　また、特許文献１などのように、携帯端末と情報入力装置（ＡＴＭなど）との間で通信
を確立する方式と比較して、ペアリングを行う必要がないため、利便性が高い。特に、本
実施例では、無線通信を使用しないため、パスワードなどの情報が盗聴される可能性はな
い。さらに、ＡＴＭ機周辺では、振り込め詐欺の防止のため、ジャミングがかけられてい
る場合があるが、このような場合でも、ユーザは、タッチパネル等を触れることなく、情
報の入力を行うことができる。また、本実施例では、通信回線を使用しないため、通信網
の障害が発生しても、その影響を受けることはなく、また、回線利用料も発生しない。
【００４６】
　［変形例１］
　図５は、変形例１におけるカードのキー配列を例示し、図６は、変形例１における受付
プログラム５２の機能構成を例示する図である。なお、これらの図のうち、図２又は図３
に示された構成と実質的に同一のものには同一の符号が付されている。
　図５（Ａ）に例示するように、変形例１では、カード２０に表記されるキー配列が複数
種類存在する。この場合の「キー配列が複数種類」とは、表示されているキーの組み合わ
せは同一であるが、キーの配列が互いに異なることを意味する。図５（Ａ）には、３種類
のキー配列が印字されたカード２０が例示されている。
【００４７】
　本変形例の情報入力装置１は、図５（Ｂ）に例示するように、予め登録された複数種類
のキー配列を、カードのＩＤに関連付けて格納しており、カード２０のＩＣチップ２０４
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から読み取られたカードＩＤに関連付けられたキー配列を用いて、入力情報を生成する。
　具体的には、変形例１の受付プログラム５２は、図６に例示するように、図３の受付プ
ログラム５に、キー配列特定部５３５を追加した構成をとる。キー配列特定部５３５は、
図５（Ｂ）に例示するテーブルを参照して、ＩＣデータ読取部５１５により読み取られた
カードＩＤに関連付けられたキー配列を特定する。入力情報生成部５１０は、キー配列特
定部５３５により特定されたキー配列と、カメラ制御部５００により撮影された画像とに
基づいて、ユーザがタッチした領域に対応するキーを特定し、特定されたキーに対応する
入力情報を生成する。
【００４８】
　このように、変形例１では、カード２０毎にキーの配置をシャッフルしてあるため、ユ
ーザの手の動きから、入力されたパスワードなどが類推されることを防止できる。また、
カード２０それぞれについてはキー配列が固定であるため、本変形例における入力方法は
、都度シャッフルする形態と比較して、ユーザの操作性に優れる。
【００４９】
　［変形例２］
　図７は、変形例２におけるタッチパネル１１０を例示する図である。上記実施形態では
、ステレオカメラ１０４によって撮影された画像に基づいて、タッチ操作の有無、及び、
タッチしたキーの特定を行っているが、変形例２では、カードに対するタッチ操作及びタ
ッチ位置をタッチパネル１１０によって検知する形態を説明する。すなわち、変形例２で
は、図１に例示した媒体認識エリア１０２及びカメラ１０４が不要である。代わりに、タ
ッチパネル１１０上に、シート状のカード２０が配置されるシート配置領域１１４が設け
られる。シート配置領域１１４は、例えば、タッチパネル１１０により表示された枠など
によって仕切られており、ユーザの直接操作する直接操作領域１１２とは異なる表示態様
で区別可能になっている。このシート配置領域１１４は、非接触ＩＣリーダ１０６により
読み取り可能な領域である。
【００５０】
　また、本変形例のタッチパネル１１０及びカード２０は、カード２０を介したタッチ操
作がタッチパネル１１０で検知可能となるような構成となっている。例えば、タッチパネ
ル１１０は、静電容量タイプのタッチパネルであり、カード２０は、静電容量の変化がタ
ッチパネル１１０に伝わる程度の厚みである。
【００５１】
　上記構成によれば、変形例２の情報入力装置１は、カード２０に対するタッチ操作を受
け付けることができ、例えば、図４のフローチャートのうち、Ｓ１１５～Ｓ１３０の処理
をＳ１１０と同様の処理によって実現し、Ｓ１５５～Ｓ１６５の処理をＳ１５０と同様の
処理によって実現する。
【００５２】
　［変形例３］
　図８は、変形例３における情報表示媒体を例示する図である。
　図８に例示するように、携帯電話２４を情報表示媒体として利用してもよい。すなわち
、携帯電話２４には、数字や文字が表示される表示画面２４０と、キーが配列された操作
領域２４２と、ＩＤが格納されたＩＣチップ２４４とが設けられている。なお、携帯電話
は、本発明にかかる携帯端末の一例である。
　例えば、情報入力装置１は、携帯電話２４の表示画面２４０に表示された画像をカメラ
１０４で撮影し、撮影された画像から、表示された数字又は文字を特定し、特定された数
字又は文字を入力情報として受け付ける。また、あるいは、情報入力装置１は、携帯電話
２４の操作領域２４２に対するユーザの操作をカメラ１０４で撮影し、撮影された画像か
ら、操作によって押下されたキー（タッチされた領域のキー）を特定し、特定されたキー
に対応する数字等を入力情報として受け付けてもよい。具体的な処理や動作は、上記実施
例１と同様である。
　このように、携帯電話２４を通信装置として用いるのではなく、情報表示媒体として用
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が表示画面２４０に表示された文字列等を撮影する形態では、予め入力する情報をユーザ
が携帯電話２４に入力しておくことができるため、入力操作の時間短縮が期待できる。
【００５３】
　［変形例４］
　図９は、変形例４における携帯電話２４の表示画面を例示する図である。
　図９に例示するように、変形例４は、上記変形例３に対して、さらなる変形を加えたも
のである。すなわち、変形例４の携帯電話２４は、既定のアプリケーションプログラムを
起動させて、図９（Ａ）に例示するように、テンキーを表示画面２４０に表示させる。本
変形例の情報入力装置１は、表示画面２４０に表示されたテンキーをカメラ１０４で撮影
し、撮影された画像に基づいて、入力情報を生成する。例えば、図９（Ｂ）に例示するよ
うに、ユーザが携帯電話の十字キーでカーソルを移動させ、決定キーを押下すると、選択
されたキーの表示態様が変化（本例では色の反転）する。情報入力装置１は、このテンキ
ー上の表示態様が変化したキー（本例では色が反転したキー）を、撮影された画像の中か
ら特定し、特定されたキーに対応する数字等を入力情報として受け付ける。
　このように、携帯電話２４上で既定のアプリケーションソフトウェアを起動させて、既
定のフォーマットで入力情報を表示させることにより、情報入力装置１は、入力情報をよ
り高い精度で特定することができる。また、このアプリケーションソフトウェアによって
、入力情報の事前登録も可能になり、情報入力装置１での操作時間の短縮が期待できる。
【符号の説明】
【００５４】
１…情報入力装置
１０…情報処理ユニット
１００，１１０…タッチパネル
１０２…媒体認識エリア
１０４…カメラ
１０６…非接触ＩＣリーダ
２０，２２…カード
２４…携帯電話
５，５２…受付プログラム
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